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点
は
前
方
の
標
的
！

（香取支部ポンプ操法大会：古原部）



◎
専
決
処
分
の
承
認
（
神
崎
町

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
）

　

改
正
の
内
容
は
、
本
年
度
か

ら
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営

主
体
が
町
か
ら
千
葉
県
に
な
る

こ
と
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険

税
の
課
税
根
拠
を
あ
ら
た
め
て

規
定
す
る
こ
と
、
国
民
健
康
保

険
税
に
係
る
基
礎
課
税
分
の
限

度
額
を
54
万
円
か
ら
58
万
円
に

引
き
上
げ
る
こ
と
、
均
等
割
及

び
平
等
割
の
５
割
軽
減
・
２
割

軽
減
世
帯
の
判
定
基
準
を
見
直

し
す
る
も
の
で
す
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
（
神
崎
町

税
条
例
等
の
一
部
改
正
）

　

改
正
の
内
容
は
、
地
方
税
法

等
の
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の

改
正
を
行
う
も
の
で
、
個
人
住

民
税
で
は
、
給
与
所
得
控
除
・

公
的
年
金
等
控
除
を
10
万
円
引

下
げ
、
そ
の
振
替
で
基
礎
控
除

額
を
10
万
円
引
上
げ
す
る
な
ど

基
礎
控
除
等
の
見
直
し
を
行
い

ま
す
。
固
定
資
産
税
で
は
、
新

築
住
宅
に
係
る
軽
減
措
置
を
２

年
延
長
し
、
中
小
企
業
に
よ
る一

新入職員（保健福祉課・山田真実）

115 号　⑵

　

第
２
回
定
例
会
を
、
６
月
７
日
・
８
日
の
２
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
新
入
職
員
の
紹
介
の
後
、
石
橋
町
長
が
町
政
に
つ
い

て
の
行
政
報
告
を
述
べ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
専
決
処
分
の
承
認
、
条
例
改
正
、
ま
ち
づ
く
り
基
金

条
例
の
制
定
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
５
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
議

案
が
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
教
育
関
係
の
請
願
２
件
が
採
択
と
な
り
、
議
員
提
出
発
議

案
で
意
見
書
２
件
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
３
名
の
議
員
か
ら
、
子
育
て
支
援
、
空
家
対
策
、

通
学
路
の
安
全
対
策
な
ど
行
政
全
般
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会

〜 
が
け
地
崩
壊
対
策
事
業
補
助
金
を
新
設 

〜

一般
会
計
１
、５
０
０
万
円
の
補
正
予
算
な
ど
可
決

定
の
先
端
設
備
投
資
に
係
る
固

定
資
産
税
を
３
年
間
の
時
限
特

例
で
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
と
し
、
た

ば
こ
税
の
税
率
及
び
加
熱
式
た

ば
こ
の
課
税
標
準
の
段
階
的
な

引
上
げ
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
神
崎
町
職
員
の
自
己
啓
発
等

休
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　

学
校
教
育
法
の一部
が
改
正
さ

れ
、
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
改
正
す

る
も
の
で
す
。
内
容
と
し
て
は
、

本
条
例
で
引
用
し
て
い
る
学
校

教
育
法
第
１
０
４
条
第
４
項
の

次
に
三
つ
の
項
が
追
加
さ
れ
る
こ

と
に
よ
る
修
正
で
、
本
条
例
自

体
の
内
容
に
は
変
更
が
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

◎
神
崎
町
ま
ち
づ
く
り
基
金
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
４
月
に
開
設
さ
れ

た
、「
道
の
駅　

発
酵
の
里
こ
う

ざ
き
」
の
株
主
配
当
金
相
当
額

を
原
資
に
、
本
町
の
交
流
人
口

増
加
と
商
工
観
光
振
興
を
図
る

財
源
と
す
る
た
め
、
基
金
を
設

置
す
る
た
め
の
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

議
案
な
ど
の
概
要

議会の様子



がけ崩れの様子（毛成地区）

115 号　⑶

町
長
行
政
報
告
（
要
旨
）

　

道
の
駅
関
係
で
は
、
経
営
も

順
調
に
推
移
し
、
昨
年
１
年
間

の
来
場
者
数
は
延
べ
77
万
人
と

な
り
、
売
上
高
は
前
年
度
比
１

億
６
２
０
０
万
円
増
の
７
億
４
６

０
０
万
円
、
経
常
収
益
に
つ
き

ま
し
て
は
、
前
年
度
比
９
０
０

万
円
増
の
１
８
０
０
万
円
と
大

幅
な
増
収
増
益
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
開
業
し
た
「
観
光

イ
チ
ゴ
園
」、「
は
っ
こ
う
茶
房
」

と
も
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
平
成
29
年
度
も
、
５

月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
、
出
納

議会を傍聴しませんか
　次回議会（第３回定例会）が９月に
開催されます。ぜひ傍聴にお越しください。

審議の結果（第2回定例会）

賛否数結　果件　　　　　　　　　名

請　願

町長提出議案

全員一致承　認①専決処分の承認（神崎町国民
　健康保険税条例の一部改正）

全員一致承　認②専決処分の承認（神崎町税条
　例等の一部改正）

全員一致原案可決③神崎町職員の自己啓発等休業
　に関する条例の一部改正

全員一致原案可決④神崎町まちづくり条例の制定

全員一致原案可決⑤平成３０年度神崎町一般会計
　補正予算（第１号）

全員一致原案可決②国における平成３１年度教育
　予算拡充に関する意見書

全員一致採　択
①｢義務教育費国庫負担制度の
　堅持に関する意見書｣採択に
　関する請願

全員一致採　択
②｢国における平成３１（2019）
　年度教育予算拡充に関する
　意見書｣採択に関する請願

議員提出議案（発議案）

全員一致原案可決①義務教育費国庫負担制度の堅
　持に関する意見書

整
理
期
間
が
終
了
し
ま
し
た
の

で
、
一
般
会
計
の
決
算
見
込
み
に

つ
い
て
概
数
で
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
の
歳

入
合
計
は
、
27
億
９
２
０
０
万

円
、
歳
出
合
計
は
26
億
１
４
０

０
万
円
で
、
差
引
残
高
が
１
億

７
８
０
０
万
円
と
な
り
、
繰
越

明
許
費
等
の
財
源
と
な
る
額
を

差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、

１
億
６
２
０
０
万
円
と
な
り
、

前
年
度
に
比
べ
、
６
２
０
０
万
円

減
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
町
の
貯
金
で
あ
る
財

政
調
整
基
金
の
残
高
は
、
14
億

２
４
０
０
万
円
と
な
る
見
込
み

で
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
除
い

た
地
方
債
の
残
高
の
５
億
９
４
０

０
万
円
を
大
き
く
上
回
る
額
と

な
って
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
健
全
財
政
を
維
持

す
る
と
と
も
に
、
事
業
の
早
期

執
行
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
平
成
30
年
度
神
崎
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

既
定
予
算
に
１
５
０
０
万
円

を
増
額
し
、
総
額
を
25
億
１
３

０
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
内
容
は
、
農
林
水
産
業
費

で
は
、
国
の
補
助
制
度
で
あ
る
、

経
営
体
育
成
事
業
補
助
金
に
加

え
、
町
単
独
の
上
乗
せ
補
助
制

度
と
し
て
、
認
定
農
業
者
経
営

改
善
支
援
事
業
補
助
金
を
新
た

に
実
施
す
る
の
と
、
神
崎
町
ま

ち
づ
く
り
基
金
の
新
設
に
伴
い
、

積
立
金
を
４
４
０
万
円
、
新
規

事
業
と
し
て
、
が
け
地
崩
壊
対

策
事
業
補
助
金
５
０
０
万
円
を

計
上
い
た
し
ま
し
た
。



115 号　⑷

　義務教育費国庫負担制度は、教育の機会均等とその水準の維持向上をめざして、子どもた
ちに無償で義務教育を受ける機会を保障し、かつ、一定水準の教育を確保するという国の責
務を果たすものである。
　政府は、国家財政の悪化から同制度を見直し、国庫負担金の減額や制度そのものの廃止に
も言及している。
　同制度の見直しは、義務教育の円滑な推進に大きな影響を及ぼすことが憂慮され、また、
廃止された場合、義務教育の水準に格差が生まれることは必至である。
　よって、国においては、２１世紀の子どもたちの教育に責任を持つとともに、教育水準の
維持向上と地方財政の安定を図るため、義務教育費国庫負担制度を堅持するよう強く求め
る。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　　平成３０年６月８日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神崎町議会議長　寳田　久元

請願２件を採択　意見書２件を可決

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書
（提出者）椿　　等議員ほか３名

（国へ提出した意見書の要約）

　採択された請願に基づき、議員発
議で意見書が上程され、採決の結果、
可決され国へ意見書を提出しました。意 見 書

内閣総理大臣
財 務 大 臣
文部科学大臣
総 務 大 臣

安倍　晋三　様
麻生　太郎　様
林　　芳正　様
野田　聖子　様

　教育は、憲法・子どもの権利条約の精神に則り、日本の未来を担う子どもたちを心豊かに
教え、育てるという重要な使命を負っている。
　そこで、以下の項目を中心に、予算の充実をしていただきたい。
・震災からの教育復興に関わる予算の拡充を十分図ること
・少人数学級を実現するため、公立義務教育諸学校の教職員定数を改善する計画を早期に策
　定・実現すること
・保護者の負担を軽減するために、義務教育教科書無償制度を堅持すること
・現在の経済状況を鑑み、就学援助や奨学金事業に関わる予算を拡充すること
・子どもたちが地域で活動できる総合型地域クラブの育成等、環境・条件を整備すること
・危険校舎、老朽校舎の改築や更衣室、洋式トイレ設置等の公立学校施設整備費を充実する
　こと
　　国においては、教育が未来への先行投資であり、日本の未来を担う子どもたちのため
　に、国財政が厳しい状況の中ではあるが、必要な教育予算を確保することを強く要望す
　る。
　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　　　平成３０年６月８日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神崎町議会議長　寳田　久元

国における平成 31 年度教育予算拡充に関する意見書
（提出者）椿　　等議員ほか 3名

内閣総理大臣
財 務 大 臣
文部科学大臣
総 務 大 臣

安倍　晋三　様
麻生　太郎　様
林　　芳正　様
野田　聖子　様



問　

国
は
戦
後
七
年
後
に
種
子

法
を
制
定
し
、補
助
金
を
出
し

な
が
ら
、都
道
府
県
単
位
で
、米
、

麦
、大
豆
な
ど
の
種
の
生
産
や
優

良
品
種
の
開
発
か
ら
選
定
ま
で

さ
せ
て
き
た
。こ
の
法
律
に
基
づ

い
て
、各
県
の
農
業
試
験
場
で
は

質
の
い
い
種
子
を
農
家
に
低
価
格

で
提
供
し
て
き
た
。地
域
に
よ
っ

て
気
候
が
大
き
く
違
う
日
本
で

各
地
に
適
し
た
米
を
作
っ
て
こ
ら

れ
た
の
も
種
子
法
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。そ
れ
ほ
ど
重
要
な
法
律

を
短
時
間
の
国
会
審
議
で
、な
ぜ

廃
止
と
決
め
て
し
ま
っ
た
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

国
の
法
律

な
の
で
、廃
止
の
理
由
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大

綱
に
基
づ
き
、生
産
者
が
有
利
に

な
る
よ
う
流
通・加
工
の
業
界
構

造
の
確
立
に
向
け
た
施
策
と
聞

い
て
い
ま
す
。

問　

今
ま
で
問
題
な
く
機
能
し

て
い
た
法
律
を
唐
突
に
廃
止
す

る
必
要
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

国
は
民
間

活
力
を
最
大
限
に
活
用
し
た
体

制
を
作
る
た
め
、民
間
の
意
欲
を

阻
害
す
る
種
子
法
を
廃
止
し
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
　問　

種
の
開
発
と
販
売
を
手
が

け
る
大
手
外
国
資
本
が
日
本
市

場
に
参
入
す
る
た
め
に
、邪
魔
に

な
る
種
子
法
を
廃
止
し
て
ほ
し
い

と
日
本
政
府
に
要
求
し
た
の
で

は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

外
国
の
大

手
企
業
が
参
入
し
や
す
い
よ
う

に
と
い
う
話
は
聞
い
て
い
ま
す
。

問　

公
共
種
子
な
の
で
、農
家
は

種
を
農
協
か
ら
安
い
値
段
で
買

う
こ
と
が
で
き
た
が
、種
子
法
廃

止
で
種
の
価
格
は
上
が
ら
な
い
の

か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

ま
だ
確
認

し
て
い
な
い
が
、千
葉
県
と
し
て

は
今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
と
聞
い

て
い
ま
す
。

問　

当
面
の
間
は
変
わ
ら
な
い

と
し
て
も
、そ
の
後
は
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

千
葉
県
主

要
農
作
物
種
子
対
策
要
綱
を
今

回
制
定
し
て
お
り
、千
葉
県
は
今

ま
で
通
り
提
供
す
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

問　

利
益
優
先
の
民
間
企
業
で

は
、効
率
化
を
求
め
て
品
種
を
減

ら
し
、病
害
虫
が
発
生
し
た
ら
大

変
だ
し
、遺
伝
子
組
み
換
え
作

物
が
普
及
す
る
恐
れ
も
あ
る
。

種
子
法
廃
止
に
対
応
し
て
、い
く

つ
か
の
県
議
会
で
は
条
例
を
制
定

し
て
、種
子
を
守
る
動
き
が
出
て

い
る
。神
崎
町
も
種
子
を
守
る
条

例
を
つ
く
る
よ
う
県
に
訴
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長　

機
会
が
あ
れ
ば
、そ
う
対

応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　問　

な
ぜ
移
住
し
て
来
る
人
だ

け
を
対
象
と
し
た
の
か
。古
く
か

ら
住
ん
で
い
る
人
に
対
し
て
不
公

平
で
は
な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

こ
れ
か
ら

の
人
口
減
の
対
策
と
し
て
、移
住

者
を
対
象
と
し
ま
し
た
。

問　

も
う
一
歩
踏
み
出
し
て
、全

町
民
を
対
象
に
し
よ
う
と
は
思

わ
な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

今
回
は
運

用
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
制
度
な

の
で
、利
用
者
の
需
要
等
を
観
察

し
な
が
ら
、対
象
の
範
囲
は
今
後

見
極
め
て
い
き
ま
す
。

問　

か
つ
て
予
防
接
種
の
注
射

針
の
使
い
回
し
等
で
、大
勢
の
可

能
性
の
あ
る
人
た
ち
が
い
る
。一生

に
一
回
受
け
る
だ
け
で
よ
い
と
い

う
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
課
長　

肝
炎
ウ
ィ
ル

ス
検
診
は
無
料
で
行
っ
て
お
り
、

29
年
度
の
対
象
者
二
八
四
一
人
の

内
一
三
一
人
が
受
診
し
て
い
ま

す
。

問　

肝
臓
ガ
ン
の
原
因
は
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る

も
の
で
、ア
ル
コ
ー
ル
は
10
％
以
下

で
す
。自
分
は
あ
ま
り
お
酒
を

飲
ま
な
い
か
ら
大
丈
夫
と
思
っ
て

来
な
い
人
も
い
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
点
よ
く
宣
伝
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長　
一
応
血
液
検

査
等
を
や
る
と
い
う
こ
と
で
、詳

し
い
内
容
ま
で
は
お
知
ら
せ
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

主
要
農
産
物
種
子
法
廃
止
で

日
本
の
農
業
は
ど
う
な
る
の
か
鈴木節子
議　員

町政を
問　う

115 号　⑸

大きく実った稲穂

米の種子（種もみ）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の

　
　
　

 

対
象
は
全
町
民
へ

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
に
は

し
っ
か
り
と
し
た
情
報
を
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問　

小・中
学
生
の
交
通・防
犯・

防
災
に
つ
い
て
の
安
全
対
策
は
、

ど
の
よ
う
に
な
って
い
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
主
幹　

交
通
安
全

教
育
の
充
実
に
努
め
、横
断
歩
道

の
渡
り
方
、道
路
の
歩
き
方
、自

転
車
の
乗
り
方
な
ど
香
取
交
通

安
全
協
会
の
指
導
を
受
け
て
い

ま
す
。防
犯
に
つ
い
て
は
、先
生
方

が
学
校
施
設
の
見
回
り
、施
錠
管

理
や
不
審
者
の
侵
入
を
想
定
し

た
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。そ

の
ほ
か
、防
災
行
政
無
線
を
使
用

し
、帰
宅
の
呼
び
か
け
を
行
って
い

ま
す
。ま
た
、小
学
校
１
年
生
入

学
時
に
町
か
ら
防
犯
ブ
ザ
ー
を

配
布
し
て
い
ま
す
。防
災
に
つ
い

て
は
、火
災
や
地
震
、そ
の
他
の
災

害
に
備
え
て
避
難
訓
練
、防
災
訓

練
、消
火
訓
練
な
ど
実
施
し
て
い

ま
す
。

問　

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、い

つ
頃
作
成
さ
れ
ま
す
か
。

総
務
課
長　

今
年
度
中
に
デ
ー

タ
作
成
ま
で
行
い
、印
刷
・
配
布

は
、来
年
度
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

通
学
路
の
危
険
箇
所
の
把

握
と
対
策
は
、ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
ま
す
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
主
幹　

神
崎
町

通
学
路
安
全
推
進
会
議
を
設
置

し
、教
育
委
員
会・小
学
校
関
係

者・県
警・香
取
土
木
事
務
所・ま

ち
づ
く
り
課
で
通
学
路
の
現
地

合
同
点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
題
点
に
対
し
て
は
、看
板
の
設

置
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
、ま

た
工
事
等
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま

す
。

問　

草
や
木
の
枝
で
見
通
し
の

悪
い
場
所
が
あ
る
が
、そ
の
対
策

は
あ
り
ま
す
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
主
幹　

各
地
区

で
環
境
美
化
と
し
て
通
学
路
や

道
路
等
の
除
草
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。草
や
木
の
枝
に
つ
い
て

は
、原
則
と
し
て
そ
の
所
有
者
や

地
権
者
に
対
応
を
依
頼
し
て
い

ま
す
。地
権
者
が
地
元
で
な
い

方
、連
絡
が
取
れ
な
い
方
に
つ
い
て

は
、危
険
性
が
高
い
場
所
は
区
長

等
の
了
解
を
い
た
だ
き
町
の
ほ
う

で
除
草
、伐
採
を
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

問　

神
崎
町
の
不
審
者
の
状
況

は
、ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。

教
育
委
員
会
主
幹　

学
校
や
地

域
住
民
、警
察
な
ど
か
ら
情
報
が

寄
せ
ら
れ
た
時
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
し
て
情
報
提
供
を
し
て

い
ま
す
。現
在
、３
件
の
情
報
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　

各
地
区
の
状
況
を
把
握
す

る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行

って
い
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
主
幹　

防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
を
今
、募
集
し
て
い
ま
す
。

郵
便
局
と
は
、数
年
前
に
通
学
路

や
配
達
途
中
に
伴
う
不
審
者
情

報
に
つ
い
て
協
定
を
結
び
ま
し

た
。

問　

子
ど
も
１
１
０
番
の
家
は
、

ど
の
よ
う
な
現
状
で
す
か
。

教
育
委
員
会
主
幹　

協
力
を
依

頼
し
て
い
る
内
容
は
、子
ど
も
が

避
難
し
、協
力
を
求
め
て
来
た
と

き
は
、援
助
を
し
、必
要
に
応
じ

て
家
庭
や
学
校
、警
察
な
ど
に
連

絡
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。神

崎
小
学
区
で
38
軒
、米
沢
小
学

区
で
22
軒
協
力
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。小
学
校
、中
学
校
の

先
生
方
が
、年
に
２
回
子
ど
も
１

１
０
番
の
家
を
訪
問
し
、確
認
を

し
て
い
ま
す
。

問　

現
在
、町
の
状
況
は
、ど
の

よ
う
に
な
って
い
ま
す
か
。

保
健
福
祉
課
長　

感
染
し
た
場

合
は
、保
健
所
か
ら
町
の
ほ
う
に

報
告
が
あ
り
ま
す
が
、現
在
報

告
は
、あ
り
ま
せ
ん
。

　
　問　

予
防
接
種
は
、町
内
で
も

受
け
ら
れ
る
の
か
。ま
た
、費
用

は
、ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。

保
健
福
祉
課
長　

１
歳
〜
２
歳
、

５
歳
〜
７
歳
の
方
は
、定
期
の
予

防
接
種
な
の
で
料
金
は
か
か
り

ま
せ
ん
が
、そ
れ
以
外
の
方
は
、全

額
、自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。神

崎
ク
リ
ニッ
ク
、四
季
の
丘
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
２
箇
所
で
接
種
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

通
学
路
の

　
　
安
全
対
策
に
つい
て
石橋伸一
議　員

町政を
問　う

はしかウィルス

麻
し
ん（
は
し
か
）に
つ
い
て

見通しの悪い道路

子ども110番の家
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問　

４
月
の
制
度
改
正
に
よ
り
、

個
人
負
担
は
増
え
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　

サ
ー
ビ
ス
に
よ

って
は
介
護
報
酬
が
１
割
程
引
き

上
り
、個
人
の
負
担
も
増
え
ま

す
。ま
た
高
額
所
得
者
も
一
部
２

割
負
担
か
ら
３
割
負
担
に
な
り

ま
す
。

問　

65
歳
未
満
の
２
号
被
保
険

者
の
負
担
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
課
長　

所
得
に
拘
わ

ら
ず
１
割
負
担
の
ま
ま
で
す
。

問　

要
介
護
認
定
の
有
効
期
間

で
、６
か
月
ご
と
の
見
直
し
は
負

担
が
大
き
い
の
で
期
間
を
も
っ
と

伸
ば
せ
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長　

介
護
認
定
審

査
会
に
お
い
て
、状
態
が
安
定
し

て
い
る
と
確
認
で
き
れ
ば
、３
年

に
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問　

自
宅
で
死
を
迎
え
た
い
と

希
望
し
た
時
、在
宅
で
行
わ
れ
る

末
期
医
療
で
、24
時
間
対
応
の
タ

ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
は
、神
崎
町
で
行

う
体
制
は
あ
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　

神
崎
町
の
医

院
で
実
施
し
て
お
り
、平
成
29
年

度
は
12
名
の
方
が
利
用
し
ま
し

た
。　

問　

循
環
バ
ス
を
利
用
し
た
買
い

物
バ
ス
の
利
用
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
って
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

買
い
物
帰

宅
支
援
バ
ス
を
毎
週
木
曜
日
に

午
前
・
午
後
の
２
回
運
航
し
て
い

ま
す
。利
用
状
況
は
毎
回
１
、２

名
の
利
用
で
す
。

問　

利
用
者
が
少
な
い
が
、何
か

問
題
点
が
あ
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

も
っ
と
広

報
に
力
を
入
れ
て
周
知
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

移
動
ス
ー
パ
ー
の
実
態
を
把

握
し
て
い
る
か
。

保
健
福
祉
課
長　

栄
町
、香
取

市
で
行
っ
て
い
る
が
、神
崎
町
で
は

実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

問　

神
崎
町
の
住
民
は
利
用
で

き
な
い
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　

町
に
も
ス
ー
パ

ー
が
あ
る
の
で
移
動
ス
ー
パ
ー
を

行
う
こ
と
は
可
能
だ
と
思
い
ま

す
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

町
の
ス
ー
パ

ー
と
移
動
ス
ー
パ
ー
が
提
携
し
て

い
る
と
い
う
の
は
聞
い
て
い
る
の

で
、町
で
も
ス
ー
パ
ー
と
相
談
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

問　

防
犯・防
災
対
策
と
し
て
適

正
管
理
を
促
す
空
き
家
対
策
条

例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　

雑
草
な
ど
を
刈
っ

て
も
ら
う
条
例
は
あ
る
が
、空
き

家
対
策
の
条
例
は
な
い
の
で
今
後

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

空
き
家
を
有
効
利
用
す
る

為
に
、定
住
推
進
委
員
を
配
備

し
た
空
き
家
バ
ン
ク
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

空
き
家
利

用
は
重
要
な
施
策
で
、今
後
調
査

検
討
を
行
って
い
き
ま
す
。

問　

神
崎
町
は
周
辺
市
町
に
先

駆
け
て
多
く
の
子
育
て
支
援
を

行
っ
て
き
た
が
、そ
の
成
果
は
ど

う
か
。

保
健
福
祉
課
長　

第
２
子
以
降

の
届
出
が
こ
こ
数
年
減
少
し
て
い

な
い
の
で
、成
果
が
出
て
き
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。　
　

問　

パ
パマ
マ
学
級
、タ
ン
ポ
ポ
広

場
、ど
ん
ぐ
り
の
森
、す
く
す
く

相
談
等
の
要
素
が
混
じ
っ
た
新
し

い
場
所
で
、誰
で
も
自
由
に
利
用

で
き
、子
育
て
支
援
の
拠
点
と
な

る
チ
ャ
イ
ル
ド
ホ
ー
ム
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
課
長　

保
育
所
、タ
ン

ポ
ポ
広
場
、な
ど
の
利
用
が
多
く

な
れ
ば
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

町
長　

本
年
度
、子
ど
も・子
育

て
支
援
事
業
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
予

定
し
て
い
る
の
で
、そ
の
結
果
を

踏
ま
え
、今
後
の
事
業
を
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

問　

子
育
て
支
援
を
も
っ
と
周

知
し
、子
育
て
世
代
を
呼
び
込
む

た
め
に
、子
育
て
応
援
の
町
宣
言

を
行
って
は
ど
う
か
。

町
長　

神
崎
町
に
ふ
さ
わ
し
い

宣
言
、文
言
等
が
あ
れ
ば
検
討
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　

来
年
も
多
く
の
退
職
者
が

あ
る
が
、特
に
土
木
・
水
道
の
技

術
者
、保
育
所
の
調
理
員
な
ど
の

専
門
職
は
育
て
る
の
に
も
時
間

が
か
か
る
の
で
、そ
の
採
用
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

原
則
、退
職
者
補

充
と
い
う
形
で
考
え
て
い
ま
す
。

問　

再
雇
用
を
利
用
し
て
新
人

職
員
の
指
導
を
行
っ
て
は
ど
う

か
。

総
務
課
長　

再
雇
用
は
採
用
状

況
に
よ
っ
て
検
討
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

改
正
さ
れ
た
介
護
保
険

料
の
個
人
負
担
は
？

椿　　等
議　員

町政を
問　う

プール遊びの様子（保育所）

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

職
員
採
用
に
つ
い
て

高
齢
者
の
買
い
物
に
つ
い
て

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て



　

５
月
22
日
、成
田
市
で
成
田
空
港
周
辺

市
町
議
会
連
絡
協
議
会（
神
崎
町
ほ
か
８

市
町
で
構
成
）総
会
が
開
催
さ
れ
、本
町

か
ら
は
宝
田
議
長
ほ
か
３
名
の
議
員
が
出

席
し
ま
し
た
。総
会
で
は
、環
境・地
域
共

生
策
、成
田
空
港
の
機
能
拡
充
、国
際
線

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保
、ア
ク
セ
ス・道
路
整

備
、過
激
派
暴
力
集
団
に
よ
る
テ
ロ・ゲ
リ

ラ
行
為
の

排
除
な
ど

が
決
議
さ

れ
、関
係
機

関
に
要
望

さ
れ
る
こ

と
に
な
り

ま
し
た
。

成田空港開港４０周年記念式典

（宝田議長）

伊能忠敬翁没後２００年記念事業

（宝田議長）

成田空港周辺市町議会連絡協議

会役員会・総会（宝田議長、椿　等

議員、木内議員、大竹議員）

千葉県町村議会議長会定例会・第

１回政務研究会（宝田議長）

香取郡市町議会議長会総会（宝田

議長）

全国町村議会議長・副議長研修会

（宝田議長、石橋副議長）

議会運営委員会・全員協議会

第２回定例会（第１日）

第２回定例会（第２日）

千葉県消防協会香取支部ポンプ操

法大会（宝田議長、石橋副議長、成

毛議員、髙橋議員、椿　等議員・大

竹議員）

議会広報編集特別委員会

香取広域市町村圏事務組合臨時

議会（宝田議長、成毛議員）

千葉県市町村議会広報研究会（宝

田議長、石橋議員、椿　等議員）

議会広報編集特別委員会

18日

20日

22日

24日

25日

28日

31日

7日

8日

23日

26日

3日

5日

17日

5　月

7　月

6　月

　

残
暑
な
お
厳
し
い
折
、
町

民
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に

お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。今
年
は
、例

年
に
な
く
梅
雨
が
６
月
の
終

わ
り
に
明
け
暑
く
長
い
夏
が

始
ま
り
ま
し
た
。熱
中
症
に

も
な
り
や
す
い
時
期
で
す
の

で
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
が

大
切
で
す
。健
康
管
理
に
気

を
つ
け
て
こ
の
暑
さ
を
乗
り

切
っ
て
行
き
た
い
も
の
で

す
。

　

異
常
気
象
に
よ
る
台
風
、

竜
巻
、集
中
豪
雨
、土
砂
災
害

な
ど
自
然
災
害
の
怖
さ
が
各

地
か
ら
届
い
て
い
ま
す
。災

害
は
、突
然
や
っ
て
き
ま
す
。

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」と

い
う
よ
う
に
日
頃
か
ら
準
備

を
し
て
お
き
、
落
ち
着
い
て

行
動
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
読
み
や
す

く
、
わ
か
り
や
す
い
議
会
だ

よ
り
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層

の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
神
崎

町
議
会
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

石　

橋　

伸　

一

表彰された
成毛　績議員

議会の動き

編
　
集
　
後
　
記

115 号　⑻

成田空港周辺市町議会連絡協議会総会成田空港周辺市町議会連絡協議会総会

全国町村議会議長・副議長研修会全国町村議会議長・副議長研修会

成毛　績議員　特別表彰を受賞成毛　績議員　特別表彰を受賞

空港周辺市町議会連協総会

　

５
月
24
日
、成
毛　

績
議
員
が
、多
年
に

わ
た
る
議
会
活
動
を
通
じ
、地
方
自
治
の

進
展
、地
域
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、千
葉
県
町
村
議
会
議
長
会
長

か
ら
自
治
功
労
特
別
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。成
毛
議
員
は
、平
成
11
年
の
初
当
選
以

来
19
年
間
、議
長
を
初
め
各
種
委
員
、役
員

と
し
て
町
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
ほ
か
、香

取
郡
市
町
議
会
議
長
会
長
な
ど
を
通
し
、

北
総
地
域
の
発
展
に
寄
与
し
た
こ
と
に
よ

り
、今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
28
日
、東
京
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
会
場
に
、全
国

町
村
議
会
議
長・副
議
長
研

修
会
が
開
催
さ
れ
、宝
田
議

長
、石
橋
副
議
長
が
出
席
し

ま
し
た
。当
日
は
、山
梨
学

院
大
学
の
江
藤
俊
昭
教
授

に
よ
る「
町
村
議
会
の
あ
り

方
に
関
す
る
研
究
会
報
告

書
」に
つ
い
て
の
基
調
講
演
の

後
、平
成
29
年
度
特
別
表

彰
さ
れ
た
３
町
議
会
か
ら
、

住
民
と
向
き
合
っ
た
議
会

運
営
や
議
会
の
活
性
化
へ
の

取
組
み
状
況
等
に
つ
い
て
事

例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。


